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§１．研究成果の概要 
 

１つ目の研究項目「“説明”のための関連性指標の開発と性能検証」について、「指標の設計」お

よび「性能の評価指標の検討」に取り組んだ。「指標の設計」では複数の関連性指標およびデータ

表現ベクトル間での“類推”の性能差を調査するための検証実験を行った。結果、関連性指標とし

ては「コサイン類似度」が、表現ベクトルとしては「損失関数のパラメータ勾配」が有効であることが

わかった。「性能の評価指標の検討」ではまず実験の準備として複数の関連性指標で“類推”の結

果を可視化し、手法間で提示されるデータの傾向に違いがあることを確認した。 

 


